
2
月

4
日
、
千
歳
川
（
青
葉
公
園

内
ダ
イ
ナ
ッ
ク
ス
ア
リ
ー
ナ
前
）
に
お

い
て
、
令
和

7
年
度
「
千
歳
基
地
操

縦
者
等
冬
季
水
上
保
命
訓
練
」
が
実
施

さ
れ
た
。
当
日
の
気
温
は

3
度
、
水

温
は

2
度
。
北
海
道
勤
務
が
初
め
て

と
な
る
初
任
操
縦
者
を
中
心
に
約

30

名
が
参
加
し
た
。

か
つ
て
本
訓
練
は
、
水
深
の
あ
る
日

の
出
橋
下
流
で
実
施
さ
れ
て
い
た
が
、

安
全
性
を
考
慮
し
、
現
在
は
浅
瀬
へ
と

場
所
を
移
し
て
継
続
さ
れ
て
い
る
。

日
の
出
橋
下
流
で
訓
練
を
受
け
た
経

験
を
持
つ
会
員
か
ら
は
、
「
泳
い
で
救

命
浮
舟
に
辿
り
着
く
ま
で
に
、
耐
水
服

の
襟
口
か
ら
水
が
入
っ
て
き
た
」
と
の

声
も
聞
か
れ
、
当
時
の
厳
し
い
環
境
が

う
か
が
え
る
。

ま
た
、
河
川
使
用
に
あ
た
っ
て
は
札

幌
建
設
管
理
部
千
歳
出
張
所
へ
の
申
請

に
加
え
、
千
歳
市
に
対
し
「
青
葉
橋
欄

干
へ
の
係
留
許
可
」
を
申
請
し
、
千
歳

さ
け
ま
す
事
業
所
に
も
問
い
合
わ
せ
を

行
っ
た
よ
う
だ
。
こ
れ
は
、
以
前
の
よ

う
に
岸
の
樹
木
を
支
柱
と
し
て
利
用
し

た
場
合
、
樹
皮
を
損
傷
さ
せ
る
恐
れ
が

あ
る
た
め
で
あ
り
、
環
境
保
全
と
安
全

管
理
を
両
立
さ
せ
、
生
態
系
へ
の
配
慮

を
意
図
し
た
も
の
で
あ
る
。
。

冬
季
の
北
海
道
周
辺
海
域
は
、
地
域

に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
る
特
性
を
持
つ
。

太
平
洋
側
は
冷
た
い
季
節
風
の
影
響
を

受
け
つ
つ
も
海
況
は
比
較
的
安
定
す
る

一
方
、
日
本
海
側
は
強
い
季
節
風
と
低

水
温
に
よ
り
高
波
・
荒
天
が
頻
発
す
る

と
い
う
対
照
的
な
特
徴
を
示
す
。
こ
れ

が
流
氷
の
浮
か
ぶ
海
域
と
な
れ
ば
、
状

況
は
さ
ら
に
厳
し
さ
を
増
す
。

こ
う
し
た
極
低
温
の
水
域
で
は
、
低
体

温
症
（
ハ
イ
ポ
サ
ー
ミ
ア
）
に
よ
る
意

識
喪
失
や
、
運
動
能
力
の
低
下
に
伴
う

溺
死
の
危
険
性
が
短
時
間
で
急
速
に
高

ま
る
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
ら
北
方
海
域

の
過
酷
な
地
域
特
性
を
網
羅
し
た
保
命

要
領
の
習
得
は
、
千
歳
基
地
の
操
縦
者

に
と
っ
て
不
可
欠
な
訓
練
項
目
で
あ
る
。

訓
練
に
は
、
昨
年

8
月
に
着
任
し

た
第

2
航
空
団
司
令
・
渡
邉
正
人
空

将
補
も
参
加
し
た
。
航
空
救
難
員
に
よ

る
荒
天
作
為
下
、
司
令
自
ら
救
命
浮
舟

に
乗
り
込
み
、
水
温

2
度
の
水
中
で

波
飛
沫
を
模
し
た
散
水
を
受
け
な
が
ら
、

浮
舟
の
転
覆
時
に
お
け
る
復
原
要
領
や

生
存
に
必
要
な
諸
手
順
を
確
認
し
た
。

現
場
で
は
、
昭
和

40
年

10
月

19
日

18
時

55
分
頃
、
襟
裳
沖
で
航
空
自
衛

隊
の
Ｆ
ー
１
０
４
Ｊ
と
米
軍
の
Ｔ
ー

33
が
空
中
衝
突
し
て
、
Ｆ
ー
１
０
４

Ｊ
か
ら
脱
出
し
た
操
縦
者
が
、
約

12

時
間
漂
流
し
た
後
に
、
巡
視
船
に
救
助

さ
れ
た
出
来
事
が
話
題
と
な
っ
た
。

「
一
度
眠
っ
た
ら
、
二
度
と
目
が
覚

め
な
い
ぞ
」
と
自
分
に
言
い
聞
か
せ
、

眠
ら
な
い
よ
う
に
一
晩
中
ボ
ー
ト
の
中

で
手
足
を
動
か
し
続
け
、
摩
擦
と
運
動

で
体
温
を
落
と
さ
な
い
よ
う
に
し
た
と

い
う
話
を
、
若
い
頃
に
本
人
か
ら
聞
い

た
記
憶
が
蘇
り
、
生
き
抜
く
た
め
に
は

装
備
品
を
使
い
こ
な
す
知
恵
と
精
神
力

が
最
も
大
切
だ
と
再
認
識
し
た
。

基
地
外
の
河
川
を
利
用
し
て
行
わ
れ

る
こ
の
冬
季
水
上
保
命
訓
練
は
、
全
国

の
基
地
の
中
で
も
千
歳
基
地
独
自
の
取

り
組
み
と
し
て
定
着
し
て
い
る
。
訓
練

場
所
や
手
法
は
変
化
し
た
が
、
過
酷
な

状
況
下
で
の
生
存
を
目
指
す
目
的
は
、

今
も
変
わ
ら
ず
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
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1
月

30
日
午
前

10
時
、
佐
藤
会
長

が
千
歳
市
役
所
本
庁
舎
を
訪
れ
、
慣
例

の
奨
学
基
金

5
万
円
を
佐
藤
教
育
長

立
会
い
の
も
と
横
田
千
歳
市
長
に
手
交

し
た
。
市
長
か
ら
感
謝
の
言
葉
が
述
べ

ら
れ
、
こ
れ
を
受
け
て
会
長
が
会
勢
の

現
状
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
し
た
。

続
い
て
、

1
月

25
日
の
大
雪
に
よ

り
Ｊ
Ｒ
千
歳
線
が
長
時
間
運
休
し
、
空

港
タ
ー
ミ
ナ
ル
に

3
日
間
で
延
べ
約

1
万
人
が
滞
留
す
る
原
因
と
な
っ
た

千
歳
・
札
幌
間
の
交
通
ア
ク
セ
ス
や
除

雪
体
制
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
、

丘
珠
空
港
の
滑
走
路
延
長
や
新
千
歳
管

制
塔
を
現
管
制
塔
よ
り
７
０
０
ｍ
南
側

に
建
設
し
移
転
す
る
計
画
も
話
題
に
上
っ

た
。ま

た
、

10
月

22
日
に
空
港
開
港
１

０
０
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
記
念

行
事
の
一
環
と
し
て
野
外
音
楽
フ
ェ
ス

【
Ｆ
Ｌ
Ｙ

Ｈ
Ｉ
Ｇ
Ｈ

ｆ
ｅ
ｓ

２
０

２
６
】
を

2
回
開
催
す
る
計
画
で
あ

る
こ
と
、
さ
ら
に

9
月
に
開
催
予
定

の
航
空
祭
へ
の
ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
派

遣
を
千
歳
市
と
し
て
航
空
幕
僚
監
部
へ

要
請
し
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
た
。

併
せ
て
、
Ｆ
ー

35
Ａ
の
配
備
と
そ

れ
に
伴
う
施
設
整
備
、
自
衛
官
の
階
級

や
名
称
等
の
呼
称
を
国
際
標
準
化
す
る

取
り
組
み
な
ど
の
話
題
に
も
触
れ
、
会

長
は
、
幹
部
の
階
級
章
は
呼
称
変
更
に

伴
い
刷
新
さ
れ
る
可
能
性
が
高
く
、
職

種
や
部
隊
の
呼
称
も
「
要
撃
」
は
「
迎

撃
」
、
「
普
通
科
」
は
「
歩
兵
科
」
な

ど
へ
変
更
さ
れ
る
見
通
し
で
あ
り
、
今

回
の
方
針
は
英
語
表
記
と
の
整
合
性
を

重
視
し
た
も
の
で
あ
る
と
説
明
し
た
。

さ
ら
に
、
会
長
が
シ
リ
コ
ン
シ
ー
ル

ド
（
半
導
体
産
業
は
良
質
な
水
と
空
気

を
必
要
と
し
、
施
設
お
よ
び
周
辺
環
境

が
武
力
攻
撃
で
汚
染
さ
れ
れ
ば
生
産
が

不
可
能
と
な
る
た
め
、
こ
の
技
術
を
必

要
と
す
る
侵
攻
勢
力
は
武
力
行
使
を
た

め
ら
い
、
結
果
と
し
て
安
全
保
障
を
支

え
る
と
い
う
概
念
）
に
つ
い
て
述
べ
た

こ
と
を
受
け
、
話
題
は
国
産
次
世
代
半

導
体
企
業
ラ
ピ
ダ
ス
の
雇
用
や
住
民
登

録
数
へ
と
広
が
り
、
和
や
か
に
懇
談
を

終
え
た
。
後
に
会
長
は
、
実
に
有
意
義

な
懇
談
で
あ
っ
た
と
振
り
返
っ
た
。

奨
学
基
金
５
万
円
手
交
と
市
長
と
の
懇
談

奨
学
基
金
手
交

交
通
障
害
と
空
港
開
港

Ｆ
ー
35
配
備
と
階
級
呼
称
見
直
し

半
導
体
企
業
と
安
全
保
障

操
縦
者
等
冬
季
水
上
保
命
訓
練

千
歳
川
で
保
命
訓
練

訓
練
場
所
の
変
遷
と
安
全
管
理

低
体
温
と
溺
死

第
2
航
空
団
司
令
が
率
先

12
時
間
の
漂
流

訓
練
の
独
自
性


